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Summary 

In volatile fatty acids (VF A) compositions of rumen liq uor of 78 Japa町 seserows lived around 

Yamagata City， the comparatively high propionic acid concentration was determined. Our taking an in-

terest in this result， it was examined that the ability of propionic acid production was superior in ru 

men liquor of Japanese serows and that Japanese serows took the plants from which propionic acid was 

dominantly fermented. In 例目trotrial of VFA production comparing with the rumen liquor of goat and 

sheep fed with the rations of different concentrate and roughage ratios， the propionic acid was inferior 

ly produced in rumen liquor of Japanese serows. In in vitro trial of biohydrogenation， the ability of 

biohydrogenation in rumen liquor of Japanese serows was superior because the conversion from C18: 1 

to C18 : 0 fatty acids advanced more smoothly in Japanese serows than in goat and sheep. In chemical 

compositions of six kinds of green leaves taken by Japanese serows， the concentrations of neutral and 

acid detergent fibers and soluble carbohydrate contained were almost between these of concentrate and 

roughage Crtalian ryegra与shay) rations. In chemical composition of rumen content in Japanese serows， 
moreover， the concentration of neutral deterg巴ntfiber contained was between its concentration of ru 

men content of high concentrate and high roughage feedings in goat and sheep. It was considered that 

the reason why the high propionic acid concenration in rumen liquor of Japanese serows was observed 

was not because the ability of propionic acid prod uction was superior， but because they took the plants 

from which propionic acid was dominantly fermented. 
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緒 言

日本カモシカ (Catricornωcn砂川;以後カモシカと略

す)は，偶蹄目，ウシ科，ヤギ亜科，シャモニ族，カモ

シカ亜族に分類される日本固有の反努動物であり， 1934 

年に天然記念物，1955年には特別天然記念物に指定され，
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本ナト|・四国 ・九州の山岳地帝に生息している 16) しか

し，これらの保護政策が制定された後，カモシカの分布

域の拡大に伴って食害が社会問題化し， 1979年から岐

阜 ・長野両県においてその森林被害削減のため本格的な

捕獲が始まった17) また，山形県の山形市でもカモシ

カによる農作物被害対策のため1991年から毎年冬季に40

頭近く捕獲されることになった伊藤7)が，山形市周辺

の西蔵王山麓に生息するカモシカの行動範囲について調

査を行い，輿味ある知見を得ている.

反努動物が摂取した飼料の繊維性成分や可溶性糖類な

どの炭水化物は，第一胃に生息するプロトゾアや細菌等

の微生物の発酵作用により酢酸，プロピオン酸及び酪酸

などの揮発性脂肪酸 (VFA) に分解される 10，31)この

VFAは，微生物の宿主である動物の主要なエネルギー

源であり，酢酸とプロピオン酸の産生比率は，濃厚飼料

と粗飼料の給与比で異なり，濃厚飼料を多給するとプロ

ピオン酸の産生割合が上昇する23，26，27) また，この産

生比率は動物の生産性に深く関わっている21，26，27)こと

は広く知られている.

このようなルミノロジーの観点から，カモシカの第一

胃の機能，取り分け， VFAの産生について検討した知

見は全くみあたらない.また， VFA産生に関係する栄

養生理学的な立場からみたカモシカの特性についての研

究報告もない.

我々は山形市周辺に生息するカモシカの第一胃内液を

採取する機会を得ることが出来た.第一胃内液の VFA

後、顕微鏡下で計数した13) 第一胃内液の pHはガラス

電極 pHメーターを用いて測定した.

2) In vitroにおける第一胃内液の消化試験と VFA

産生能試験

第一胃内液は， 1993年に捕獲されたカモシカとその対

照動物としてメン羊及び山羊から採取した.即ち，進化

の過程でメン羊は粗飼料採食型，山羊は濃厚飼料と粗飼

料の中間の柔軟性のある採食型に分かれたという観点り

から，濃厚飼料(肉牛用市販配合飼料)と粗飼料(イタ

リアンライグラス乾草)を現物で 8 227)及び2: 826) 

の比率で一日当たり可消化養分総量を 37.5g/体重

(kg) 0.75給与して飼育したフィステル装着メン羊と 山羊

の第一胃から採食前に採取した.カモシカについては，

採取後固形物が濃厚だったため 5重ガーゼで，メン羊と

山羊については 2重ガーゼでそれぞれ液過して試験に供

した，In vitroにおける消化試験は掘井ら 5)の炭酸ガス

通気法に準じて実施した即ち， 100mlの試験管に粉砕

したイ タリアンライグラス乾草 0.5gを基質として採取

し，それぞれの第一胃内液 10mlと McDOUGALLの人工

唾液11)40mlを加えて炭酸ガスを通気しながら38.Cの恒

I副噌内で48時間培養した空試験として基質をいれな

いで同様に培養した.培養時間は12，24， 36及び48時間

として，培養終了後ホルマリン 2-3滴を加えて乾物と

VFAの分析に供した.

3) In vitroにおける第一胃内液の水素添加能試験

既報22，25)の方法に準じた.即ち， 2)と同じ条件下

組成を測定するとともに，カモシカの第一胃内液の消化 でリノール酸 (C18: 2) を30μl添加し，.38'Cの恒温水

特性をメン羊と山羊を対照動物として invitroにより検 槽内で炭酸ガスを通気しながら培養し， C18: 2脂肪酸と

討した. オレイン酸 (C18・1) の不飽和脂肪酸の割合が減少する

材料及び方法

1)カモシカの第一胃内液の採取と分析方法

1992年の3月と1993年の2月と 3月に山形市周辺で捕

獲されたカモシカの第一胃内液を供試材料にした.郎ち，

1992年は雄25頭(年齢4.6才，体重37.6kg)，雌14頭(年

齢6.1才，体重39.7kg) ， 1993年は雄18頭(年齢4.9才，

体重39.3kg) ，雌21頭(年齢6.7才，体重46.5kg)の合

計78頭の第一胃内液を採取した.採取後 2重ガーゼで

液過し分析に供するまで-20'Cで冷凍保存した.第一胃

内液の VFAの分析は水蒸気蒸留により抽出した後，ガ

スクロマトグラフィ ーにより酢酸，プロピオン酸及び酪

酸の各VFAについて分離 ・定量したお 第一胃内液

のプロトゾア数は MHSとグリセロールで染色して希釈
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経過とステアリン酸 (C18: 0) の割合が増加する経過か

ら水素添加能の強弱を判断した.

その際，培養液から FOLCHら3)の方法で抽出した脂質

を， 5 %の無水HCl-メタノールにて 5時間メタノ リシ

スを行った後，ガスク ロマトグラフィーにより脂肪酸の

分離 ・定量を実施したお)

尚，実施した 2) と3)の実験の反復数はカモシカは

3回，濃厚飼料多給与と粗飼料多給与のメン羊と山羊は

それぞれ2回ずっとした.また，それぞ、れの培養時間 l

固につき 2-3個の繰り返し数とした.

4)常緑植物の葉と第一胃内固形物の採取と分析方法

常緑植物の葉の採取は1993年の3月上旬にカモシカの

捕獲地周辺から行った.採取した葉は， 1992年に捕獲さ

れたカモシカの第一胃内から採取し同定された14)ハイ



日本カモシカの第一胃内液の消化特性 高橋・安藤・萱場

Table l. Volatile fatty acid composition of rumen liquor in Japanese serow and sheep fed with 
high concentrate and high roughage feedings (mol %) 

Feeding style 
Animal Acetic acid 

Japanese serow 48.0 
High concentrate feedingl) 

Sheep 40.9 
High roughage feedingl) 

Sheep 59.0 

1) ; Animals were fed with the n山 xedra抗t悶

the both 口ml日ixedra抗副tionsc∞or川a剖lf附I

Propionic acid Butyric acid P/ A ratio 

36.5 15.5 0.76 

49.0 10.1 l.21 

30.0 11.0 0.54 

weight ratios of concentrate and roughage， respectively. Rumen juice was sampled at four hours 

after feeding. 
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イヌガヤ，エゾユズリハ及びスギと同じ山形市周辺に生

息するカモシカで採食が認められた16)リョウメンシダ，

ヒメアオキ及びササ類の一種(以下ササと云う)の計6

種である.これらについて，常法12)により一般成分と

中性デタージェント繊維 (NDF) と酸性デタージェント

繊維 (ADF) の繊維性成分を定量した.第一胃内固形

物の採取の際，カモシカは 2重ガーゼで、搾った残澄，そ

れぞれの給与条件下のメン羊と山羊については，給与4

時間後に第一胃内容物を採取し 2重ガーゼで搾って分析

に供した.

Inferior in fermentation 
...-圃・ーーーーーーーーー圃圃圃ーーー・圃圃園田園ーーーー・園、

Acetic acid 

データの評価は， 一元配置の分散分析を行い， 5 %水

準で有意差が認められた場合 DUNCANの多重検定18)を

行った.

結果及び考察

1)カモシカの第一胃内液の VFA組成

Butyri c aci d 

Volatile fatty acids 

Superior in fermentation 
「ーーーーーー圃圃圃圃園園園園田園ーー・圃圃ーーーー

Propi oni c aci d 

ーーーー開園ーーーーーーーー-r圃ーーーーーーーーー可r---~ ~ー_.1-----ーーー圃圃ー-，・・・圃圃園田園園

f 
Desaturation in adipose tissue 

E ご Effectiveuse of feed energy三 l

Fig. l. A simulation of volatile fatty acid production in rumen and energy utilization from feed in 
Japanese serow living around Yamagata City (made changes in original figureslO，31)) • 
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表lに今回捕獲したカモシカ78頭と，既に報告した濃

厚飼料(肉牛用市販配合飼料)と粗飼料(チモシー牧乾

草)の給与比を 8: 2 (濃厚飼料多給与)27)， 2: 8 (粗

飼料多給与)26)で飼育したメン羊における給与後4時間

後の第一胃内液のVFA組成 (mo!%) の分析結果を示

した.その結果，酢酸48.0，プロピオン酸36.5，酪酸15.5，

プロピオン酸/酢酸 (P/A)比0.76であった.カモシカ

の第一胃内液の酢酸とプロピオン酸濃度及びP/A比

は，濃厚飼料多給与と粗飼料多給与したメン羊の VFA

組成の中間の値だった.即ち 第一胃内液の VFA組成

から判断して，積雪が伴う冬季の横生が良くないと思わ

れる時期にもかかわらず，カモシカは家畜の飼料に置き

換えると，想像以上に濃厚飼料に近い組成の植物を摂取

していることがまず考えられた.

一方，この第一胃内液の VFA組成において，比較的

プロピオン酸濃度が高かった原因は，カモシカの第一胃

内液でのプロピオン酸産生能が優れているからであると

いう可能性もある.もし，カモシカのプロピオン酸の産

生能が優れていたと考えると，栄養生理学的見地から二

つの興味あるこ とを指摘できる(図 1) .一つは低品質

粗飼料の炭水化物からピルピン酸を経て VFAが産生さ

れるとき，酢酸と酢酸生成の側路として生成される蟻酸

からの炭酸ガスと水素ガスの生成の抑制と，水素を取り

込むプロピオン酸の生成の促進は飼料のエネルギーの有

効利用に関係するということである.また，このプロピ

オン酸が第一胃内から吸収された場合、インシュリン分

泌の促進など内図的にもエネルギーの同化作用の充進に

結びっく 21，24，26，27)ことが知られている.

更には，近年地球の温暖化と関係が深いと問題になっ

ている牛などの反努動物のゲップから排出されるメタン

の産生2)が少ない動物として注目に値することである.

もう一つ興味深いことは，体脂肪の不飽和化である.

即ち，反努動物では，第一胃内液で不飽和脂肪酸は微生

物により水素添加されて飽和脂肪酸に変換される

20，22，25) このため反努動物の体脂肪脂肪酸は，豚などの

単胃動物と異なって飼料中脂肪酸組成の影響を受け難

く，飽和脂肪酸に富む硬い体脂肪を形成する 21，26，28)

しかし，今回捕獲したカモシカの背脂肪と腎臓周囲脂肪

の脂肪酸組成は，メン羊に比較して不飽和脂肪酸に富む

軟らかい性状をしていた29) カモシカの第一胃内液に

プロピオン酸を優先的に産生する消化能力が備わってい

るとすると，水素がメタン産生に利用されるのではなく

プロピオン酸産生のために取り込まれて，体脂肪の飽和
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Fig. 2. Changes in the dry matter digestibility， the produc 

tion yields of acetic and propionic acids， and the 

ratio of propionic acid to acetic acid (P/ A ratω 明
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sheep fed with high concentrate and high roughage 
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化が抑制されるという結論に至ってスムーズに導くこと カモシカの第一胃内液の消化能力は濃厚飼料或いは粗

が出来る.この融点が低い不飽和脂肪酸が増加する現象 飼料を多給与した山羊やメン羊の第一胃内液に比較し

は，冬季の寒冷時にカモシカが運動するためにも好都合

でもあると思われる.

この様に，カモシカの第一胃内液がプロピオン酸生成

能に優れているとすると，実に巧妙な仕組みの上に成り

立っていることになる.このことを明らかにするために

山羊とメン羊を対照動物にして，以下の実験を実施した.

尚，カモシカの第一胃内液の pHは平均で5.7であった.

反努動物では粗飼料と濃厚飼料のつりあいがとれた割合

で給与しているときの第一胃内液の pHは， 6 -7に保

たれる 30) カモシカではこの範囲より 低いが，この原

因は本実験からは明確に出来なかった.第一胃内液 1

ml中のプロト ゾア数は8.9X104個であ り， 反努動物一般

の10611l¥l8)より少なかった.

2) In vitroによる第一胃内液の消化試験と VFA産

生能試験

トトト一一圃-一一--一一-一一-イ 山

↓ ;  
C'8:2 圃園田園・ーー・圃圃・事- C'8:' ・・ー一一圃・ーー事ー C'8:0

(Li nolei c aci d) (Olei c aci d) (Steari c aci d) 

て，どの様な特性を持つのか，検討した結果を図 2に示

した.

乾物消化率では，濃厚飼料及び粗飼料の給与比 (i農粗

比)に関わらず，メン羊が山羊より高い消化率で推移し，

カモシカの消化率は山羊と同等の値で推移した.カモシ

カの消化率は，牛の消化率を上回るという報告9)がある

が，他の反努動物と比較してそれほど差がないと思われ

る.また，基質であるイタリアンライグラス乾草の乾物

100g当たりの VFA産生量のうち，酢酸産生量は動物

種と濃粗比との明らかな関係は見い出せなかった.但し，

培養48時間後カモシカで 13gと著しく高かった.プロ

ピオン酸産生量では，カモシカで培養48時間後酢酸と同

様に高かったが， 培養後12，24及び36時間では低く 推移

し，特に培養24と36時間後は有意(P<0.05)に低かった.

その結果，酢酸に対するプロピオン酸の産生量の比率 (p

Butyric acid Propi oni c aci d Aceti c aci d 

Vol atile fattyも acids

EEE--E-v 

〉

Fig. 3. Pathway of volatile fatty acid production from carbohydrate and biohydrogenation into C18 unsatu宇
rated fatty acids in rume山nadechanges in original f叩 res肌 31)). 
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/A比)では，カモシカは培養期間を通して，いずれの 型であることを裏付ける事実である.また，カモシカの

濃粗比給与の山羊とメン羊より低く推移する傾向を示し 体脂肪の脂肪酸組成が不飽和脂肪酸に富んでいた29)の

た これらの結果から，カモシカの第一胃内液の消化特 は 冬季の寒冷時に体温保持のため飽和脂肪酸が費やさ

性のうち， VFA産生はプロビオン酸劣性，酢酸優性型 れ，その結果，体脂肪に不飽和脂肪酸の割合が高くなつ

であることが示された.

尚，山羊とメン羊間での濃粗比の違いと VFAの産生 三 50

量との関係は本実験からは明らかにすることが出来な

かった.しかし，乾物消化率において山羊はメン羊より

も高かったことは興味深い事実なので，今後更に検討す

る必要がある.図示しなかったが，VFAのうち酪酸産

生量については産生量も少なく，動物種と濃粗比間の関

係を見い出せなかった.

3) In vitroによる第一胃内液の水素添加能試験

カモシカの第一胃内液の VFA産生特性を更に詳細に

確かめるため，水素添加能の実験を行った.即ち，図3

に示すように，カモシカの第一胃内液での VFA産生に

おいて酢酸優性型またはプロピオン酸優性型のいずれか

に属すれば，水素の生成量10，31)に差が生じて，不飽和

脂肪酸が飽和脂肪酸に変換する速度が異なってくるはず

である.そこでC18: 2のリノール酸を添加して培養した

時のC18の脂肪酸組成の変化を図4に示した.

その結果，培養開始時のC18: 2脂肪酸は山羊とメン羊

とも，培養開始から48時間まで粗飼料多給与で40%前後

から20%，濃厚飼料多給与で30%程度から20%と，それ

ぞれ直線的に20から10%低下した.カモシカの C18:2脂

肪酸の変化は山羊とメン羊の濃厚飼料を給与した第一胃

内液の変化と同じ推移だった， C 18: 1脂肪酸は山羊とメ

ン羊の動物種及びj農粗比問では明らかな差はなく， 20~ 

30% から40~50% まで直線的に上昇したのに対し， カモ

シカでは培養開始時の濃度が変化しなかった， C 18: Os旨

肪酸は山羊とメン羊とも濃厚飼料多給与で20~30% ，粗

飼料多給与で10%前後と培養期間を通して変化が少な

かった.一方，カモシカでは培養開始時22%から24時間
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後47%と直線的に上昇した.これらのことから， C 18: 2 υ 

脂肪酸からC18: 1脂肪酸への変換速度は，動物種及び濃

0-' r 
o 1 2 24 36 48 (hr，) 

粗比に関係なく同等であり スムーズに進んだものと恩

われた.また，C18: 1脂肪酸から C18: 0脂肪酸への変換

は，山羊とメン羊ではいずれの濃粗よじでも殆ど進まな

かったのに対し，カモシカでは更に進んだ.即ち，カモ

シカの第一胃内液での水素添加能は山羊とメン羊よりも

明らかに強いことを示した.

以上の結果より，明らかになったカモシカの第一胃内

液の水素添加能は先の VFA産生能でプロピオン酸劣性
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Fig. 4. Changes in C18 : 2， C18: 1 and C18 : 0 fatty acids 

composition in vitro in rumen liquor of ]apanese 
serow， goat and sheep fed with high concentrate 

and h出1roughage rations， Linoleic acid (C18 
fatty acid 30μ1) was added to precursor (Italian 

ryegrass hay ; 0， 5g). .一一一・ ]apaneseserow， 
企一一-..... goat fed with high concentrate ration， 
.一一一・;sheep fed with high concentrate ration， 
ムム goatfed with high roughage ration， 

口一一一口;sheep fed with high roughage ration， 
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Botanical name of feed 

Table 2. Chemical composition of various green leaves， Italian ryegrass and concentrate (% as dry matter basis) 

6) ^ T'¥T;'7) 0 ，.......8) TT _ 9) C. protein C. fat NFE5) C. fiber C. ash NDF6) ADF'I) SC") Hemicellulose9J 

k

m

町

間

α
引

M

U

M

m
昭

L
L
m
ω

ι“
ふ
比

?

U

S

ル
ド

昭

E

け

'
h
m
A

問

α

一M
E

血

叩

M
m

川

制

o

m

U
M

附

0
.
U
以

¥
u
n

-

門

l

h

?

s

、ω
出

削

山

川
山

u

川

叩

ザ

訂

叫

泊

州

」
品

b

m

T

Z

山

町

-n，

別

u
u
v
n
d
H
日

ゆ

口

s
n
よ
川

α
m
昨

ム
附

h
口

町

o

h

h

v

c

a

?

"

J

v

d

A

Y

 

匂

O

H

U

剖

R

c
k
f
l
R
V
(、

16.9 

Miquel subsp. hu閉包leHurusawa 
(Ezoyuzuriha) 1) 10.8 

Aucuba jαP捌 tCαThunbergvar. 

boreαlis Miyabe et Kubo 
(Himeaoki) 1) 11.0 

2)、3)
Bamboo leaf 
(Sasa) 1) .3) 18.5 

Cryttomeria jゆonicaD. Don 
(Sugi) 1) 6.9 

Lol似mmulti戸叩伽 Lam.
(Ital山 1ryegrass) 2) 7.0 

Concentrate4) 12.0 

9.2 4.0 56.8 25.6 4.4 44.1 33.7 38.7 10.4 

1. 6 54.3 21. 5 5.7 50.5 46.0 25.3 4.5 

3.3 65.2 14.0 6.8 41.6 28.8 37.5 12.8 

3.1 57.9 23.6 4.4 36.7 38.9 44.8 0.0 

2. 1 47.2 17.6 14.6 65.4 32.9 0.0 32.5 

6.3 66.6 17.5 2.6 37.5 31. 0 46.7 6.5 

1. 6 48. 2 38. 0 5. 2 65. 6 45.4 20. 6 

4.4 68.0 3.2 6.8 25.6 10.6 51.2 

20.2 

15.0 

1) ; In Japa問 se 2); In E昭 lish 3); A species of bamboo leaf genus 4); Comn町 C凶 formulafeed for beef cattle 

5) ; Nitrogen free extract 6); Neutral detergent fiber 7); Acid det巴rgentfiber 8); Soluble carbohydrateニ 100-
(c. protein +c. fat+ NDF十c.ash) 9); H白川ellulose=NDF-ADF 

Table 3. Chemical composition of rumen content in Japanese serow， goat and sheep fed with high 

concentrate and high roughage feedings (% as dry matter basis) 

Feeding style 
NFE2) Animal C. protein C. fat 

Japanese serow 18.2a7) 6.5b 27.4b 

High concentrate feeding1) 

Goat 18.4a 8.9a 42.5a 

Sheep 15.1 ab 6.5b 50.9a 

High roughage feedinglJ 

Goat 10.0bc 2.4' 43.9a 

Sheep 8.8c 2.3c 49.9a 

4) ('，，5) 
C . fiber C. ash NDF"' ADF"' SC' Hemicellulose 

39.8a 8.1" 61. 3ab 53.7" 5. 9c 7. 6c 

24.2b 6.0ab 51.8' 29.7c 14.9b 22.1b 

23.3b 4. 2b 54. 2bc 30. 3c 20. oa 23. 9ab 

37.8a 5.9ab 67.7" 42.5b 14.0b 25.2a 

33.5ab 5.5ab 68.1" 40.5b 15.3b 27.6a 

1) ; Animals were fed with the mixed rations of concentrate and roughage (rtalian ryegrass chopped 2 cm in length) at 
the maintenance energy level; i. e.， 8: 2 and 2: 8 at the weight ratios of concentrate and roughage， 

respectively. 

2) ，3) ，4) ，5) ，6) ; See the note to Table 2. 
7) ; Means with d出erents叩 erscriptsare signifcantly different at the 0.05 probability level 

た6)と思われた. 成(表3)をそれぞれ分析した(いずれも乾物中の%).

4 )常緑植物の葉と第一胃内固形物の化学組成 その結果，常緑植物のうちリョウメンシダとササの粗蛋

カモシカはプロピオン酸源泉の植物を摂取しているの 白質は，それぞれ16.9%，18.5%と非常に多く含まれて

かを確かめるために，カモシカが摂取している常緑植物 いたが，ハイイヌガヤ，エゾユズリハ，ヒメアオキ及び

6種14.16) イタリアンライグラス乾草と濃厚飼料の化 スギは6.9%ー11.0%とイタリアンライグラス乾草とj農

学組成(表2)とカモシカの第一胃内容物と異なる濃粗 厚飼料の中間の分析値だった.また，常緑植物の粗脂肪，

比で給与した時の山羊とメン羊の第一胃内容物の化学組 可溶無窒素物(NFE)及び粗繊維の有機物含量でも概ねイ
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ハイイヌ jf、ヤ
H.5.3.10 

町 一 庁調盟噌種間拙円四欄臆警

エゾユズリハ
H.5.3.12 3 

与

Fig. 5. Various green leaves collected around Yamagata City. 

1 ; CePhα町tωusHαrringtaniaK. Koch subsp. na叩 Kitagawa

2 ; Rumohra St，αndishii N akai var. ar初cαi冗llumMasamune 

3; DαPhniPhyllum macr，ψrodum Miquel subsp. humile Hurusawa 
4; AucubαjapanicαThunberg var. boreαlis Miyabe et Kudo 

5 ; A species of bamboo leaf genus 

6 ; Cryptomer叩 1αpO'J叫CαD.Don 

ヒメアオキ
H.5.3.10 4 

7，8; Aucubα1αpanicαThunberg var. boreαlis Miyabe et Kubo found the trace of intake. 
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タリアンライグラス乾草と濃厚飼料の中間の分析値であ

り，常緑植物問の差も大きくなかった. NDF， ADFと

可溶性糖類 (sc)及びヘミセルロースの炭水化物分画
のうち， scはササには全く含まれていなかった.ヘミ
セルロースでは，ササは32.5%とイタリアンライグラス

乾草と濃厚飼料より多かったが，残りの常緑植物は少な

かった. しかし，常緑植物の NDF，ADF及び sc含量
はイタリアンライグラス乾草と濃厚飼料の中間の分析値

だった.

第一胃内容物の化学組成のうち，カモシカの粗蛋白質

と粗脂肪含量は濃厚飼料を多給与した山羊とメン羊に近

く，粗飼料を多給与した山羊とメン羊より有意に高かっ

た また，カモシカの NFE，SC及びへミセルロースの

比較的易消化性の炭水化物は いずれの濃粗比給与下で

の山羊とメン羊より有意に低かった.更には，カモシカ

の粗繊維と ADFの比較的難消化性の炭水化物は高い傾

向を示したが， 50%以上を占める NDFは山羊とメン羊

における濃厚飼料多給与と粗飼料多給与の中間の分析値

だった.

カモシカが摂取している常緑植物と第一胃内容物の化

学組成から判断すると，濃厚飼料と粗飼料の中間に位置

する飼料に相当し，カモシカの第一胃内液での VFA産

生能がプロピオン酸劣性型であったことを考慮すると，

寧ろ濃厚飼料に近い性質の飼料であったと判断される.

1981年に岐阜県と長野県で捕獲されたカモシカの食性は

広葉樹が32%，針葉樹が23%19)，ササが20から30%15，19)， 

愛知県で捕獲されたカモシカの食性は広葉樹が68%，針

葉樹が10%であった1) 一方 本調査のカモシカの食性

は，広葉樹のエゾユズリハ37%，ハイイヌツゲ8%であり，

針葉樹のスギ 6%，ヒノキ 1%及びハイイヌカ、、ヤ22%で

あった14) また，同じ地域のカモシカの食性の調査で

はハイイヌガヤ40%，ヒメアオキ 9%，ササ 6%であっ

た16) 即ち， 80%以上が本報告の分析対照植物である

と思われ，山形市周辺のカモシカは取り分け濃厚飼料に

近い化学成分の植物を摂取したと考えられる.

以上の結果から，カモシカの第一胃内液の VFA組成

においてプロピオン酸濃度が比較的高かった原因は，カ

モシカの第一胃内液のプロビオン酸産生能が優れている

のではなく，冬季の寒冷時に生育している濃厚飼料に近

い組成をしたプロピオン酸発酵源泉の常緑植物を摂取し

ているためと考察した.

おそらく，カモシカなどの野生の反努動物は野生の植

物を利用することが重要だったので酢酸中心の発酵であ

り，メン羊や山羊の反努動物でも家畜化されない初期の

うちはカモシカと同じプロピオン酸劣性型をした VFA

産生であり，成長の促進など生産性が向上することが必

要になってから，プロピオン酸優性型に改良されたもの

と思われる.

要 約

山形市周辺に生息するカモシカ78頭の第一胃内液の揮

発性脂肪酸 (VFA)組成は，比較的プロピオン酸濃度

が高いと思われた.このことに興味を持ち，カモシカの

第一胃内液はプロピオン酸産生能が優れているのか，ま

たは，カモシカはプロピオン酸発酵源泉の植物を摂取し

ているのかを検討した.異なるj農粗比で給与した山羊と

メン羊の第一胃内液を対照にした的目的による VFA

産生能試験では，カモシカの第一胃内液はプロピオン酸

劣性型の産生特性であった.また invitroによる水素

添加能試験では，カモシカの第一胃内液は山羊とメン羊

の第一胃内液より C18:1脂肪酸から C18: 0脂肪酸への変

換がスムーズに進み，水素添加能が強かった.カモシカ

が摂取している 6種の常緑植物の化学組成のうち，中性

と酸性デタージ、エント繊維及び可溶性糖類は濃厚飼料と

粗飼料(イタリアンライグラス乾草)の中間の値だった.

また，カモシカの第一胃内容物の化学組成のうち，中性

デタージェント繊維は，山羊とメン羊における濃厚飼料

多給与と粗飼料多給与した第一胃内容物の中間の値だっ

た.カモシカの第一胃内液の VFA産生において，プロ

ピオン酸濃度が高いのはプロピオン酸産生能が優れてい

るのでなく，プロピオン酸発酵源泉の植物を選択して摂

取しているためと思われた.
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